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衣川流域における古代末期遺跡の調査　
当館考古部門　鎌田　勉、佐々木務、高木　晃

衣川流域の遺跡の分布調査

　当館考古部門では、前平泉文化の研究の

一環として、平成１３年度から衣川流域の古

代末期遺跡の調査を実施しています。

　衣の関あるいは衣河関は、古代から歌枕

として著名であり、関所の置かれた衣川は

 蝦夷 の国との境であり、交通の 要  衝 でも
えみし よう しょう

あったといわれます。１１世紀に、奥六郡を

支配した安倍氏は、支配地南限のこの地を

拠点としました。また、鎌倉時代の歴史書

『 吾  妻  鏡 』には、源義経が自害したのは衣
あ づま かがみ

河館であると記されています。衣川流域に

は衣の関や安倍氏・奥州藤原氏等に関係す

る多くの遺跡が残されていますが、その内

容は十分に把握されていませんでした。

　平成１３～１４年度は、衣川流域の分布調査

を行い、一部の遺跡で試掘調査を行いまし

た。平成１３年度は主に下衣川地区、平成１４

年度は上衣川地区の遺跡の踏査を行い、２

年間で１４箇所の遺跡を新規に発見しまし

た。また、１４箇所の遺跡範囲を見直し、遺

跡範囲の変更（範囲拡大）を行いました。

　衣川流域には、安倍氏・奥州藤原氏に関

係する３６ケ所の伝承地が遺跡台帳に登録さ

れていますが、近世以前の記録類に現れて

いるものは下衣川地区に集中し、時代が下

がるにつれて上衣川地区に拡散している様

子をうかがうことができるようです。

伝承地の試掘調査

　試掘調査は、安倍氏・奥州藤原氏の伝承

地である小松柵遺跡・衣川柵遺跡（並木屋

敷遺跡）・接待館遺跡を対象に実施しました。

　小松柵遺跡は、前九年合戦の際に 安倍  宗 
あべの むね

 任 の叔父僧 良  昭 が守備した柵の伝承地で
とう りょう しょう

す。遺跡北東側には高さ１ｍ程の土塁状の

高まりがあり、現在でも明瞭に確認するこ

とができます。調査の結果、縄文時代前期

末の土器・石器と弥生土器が出土しました

が、安倍氏の時代の遺構・遺物は確認され

ませんでした。衣川柵遺跡は、史料には直

接の記載はありませんが、安倍氏の柵跡と

の伝承のある遺跡で、遺跡北側には、現在

表面で確認できる土塁と堀があります。 土 
ど

 坑 や溝状の遺構等を確認しましたが、所属
こう

時期は不明であり、明確に１１世紀といえる

遺構は確認されませんでした。

　 接待館 遺跡は、藤原秀衡の母の居館との
せったいかん

伝承のある遺跡です。遺跡北側には、東西

約１２０ｍ、高さ１．４ｍの土塁及びその痕跡が

確認できます。調査の結果、掘立柱建物を

構成すると思われる 柱穴  状 の土坑群を確認
ちゅうけつ じょう

しました。出土遺物は、１２世紀代と考えら

れる 常滑産 ・ 渥  美  産 の陶器片やかわらけ片、
とこなめさん あつ み さん

平安時代の 土  師  器 ・ 須  恵  器 片、中世～近世の
は じ き す え き

陶磁器片です。調査により、１２世紀平泉の

都市域の広がりを示す遺跡であり、平安時

代から中世にかけて、比較的長い時間使わ

れた遺跡であることが分かりました。

長者ケ原廃寺跡の調査へ

　平成１４～１６年度は、主に長者ケ原廃寺跡

の内容確認調査を行いました。中尊寺の北

約１ｋｍに所在する長者ケ原廃寺跡は、藤

原秀衡と関係のあったとされる商人 金  売 り
かね う

 吉  次 の屋敷と伝えられてきましたが、昭和
きち じ

３３年・４７年の発掘調査で、平安時代の寺院

跡であることが判明しました。

　遺跡は東西約１１０ｍ、南北約９０ｍの規模

で方形に土塁が巡り、土塁の内部には中央

と西側に２基の 基  壇 があります。本堂跡と
き だん

称される中央の基壇は、一辺が約１９ｍで、

 桁行 ・ 梁行 ともに５間の 礎  石 建物跡が認め
けたゆき はりゆき そ せき

られ、西の基壇は一辺約１１ｍで、３間×３

間の礎石が認められます。昭和３２年に県の

史跡に指定されましたが、遺跡の年代や建

物の性格、基壇・礎石以外の施設の有無な

ど多くの課題が残されていました。

平成１４～１６年度の調査

　平成１４年度の調査では、土塁外側の関連

遺構の有無の確認を目的に、試掘トレンチ

を北辺土塁の北側と西辺土塁の西側に設定

しました。調査の結果、土塁北側では、明

確な遺構は確認されなかったものの、平安

時代後期と考えられる土器片が出土したこ

とから、土塁北側に寺院遺構に関連する遺室の樹遺跡の散在する礎石状の石群

下衣川地区全景（北側から） 上半分に見えるのは中尊寺のある関山

長者ケ原廃寺跡
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構が存在する可能性が考えられました。

　平成１５年度は、本堂基壇南辺の石列と本

堂基壇の構築状況の調査を行いました。基

壇南辺石列は、第１次調査で一部確認され

ていたものです。石列は南辺礎石列から５０

～７０� の間隔をおいて東西に一直線に伸

びていました。石列の配置は２０～３０� の

扁平な川原石を基壇前面に貼り付けた状態

でした。

　本堂基壇の東辺と北辺にトレンチを設定

し、基壇の構築方法の確認を行いました。

その結果、周囲の土塁の造成土とほぼ同一

の内容であり、土塁と本堂基壇が同時期に

作られた可能性が考えられました。基壇下

層の黒褐色土下部からは、十和田ａ火山灰

と推定される灰白色火山灰ブロックが確認

され、基壇構築年代の物理的な上限（１０世

紀初め頃）を示すデータを得ることができ

ました。出土遺物は、土師器皿の破片や鉄

釘（角釘で全長７�ほど）、近世の染付磁器

などです。

　平成１６年度は未解明の部分が多かった西

方建物を対象とした調査を実施しました。

西方建物跡の各礎石の据え方を確認したと

ころ、１３個の礎石中、６個は原位置を保っ

ており、残る７個は本来の位置から移動し

ていることが分かりました。６個の礎石の

位置から３間×３間の方形建物の平面プ

ランを推定復元しました。

　西方建物跡は、従来、塔跡と考えられて

いましたが、これまでの調査では塔跡であ

ることを示す 心  礎 は確認されていません。
しん そ

塔跡であるとすれば、西方建物跡の場合、

一辺が７ m を超えるので、大型の五重の塔

の規模となります。その場合、例外なく心

礎が存在することから、今後は多宝塔の可

能性や、塔跡以外の建物の可能性を視野に

入れて再検討する必要があるようです。

長者ケ原廃寺跡の性格と今後の調査

　３ヶ年の長者ケ原廃寺跡の調査で、次の

ことが分かりました。

・土塁北側に関連遺構が所在する可能性

・本堂基壇の石列の配置状況の把握

・本堂基壇の構築方法と年代

・西方建物跡の性格と礎石位置の確定

　地元衣川村教育委員会による平成１７年

度の調査では、土塁南西部で 版築 による 築 
はんちく つい

 地  塀  跡 が確認されました。築地塀は、胆沢
じ べい あと

城や志波城など、政府の役所等に限定され

る施設であり、公的な性格を有する可能性

という新たな課題が生まれました。

　我々の調査の過程で、長者ケ原廃寺跡

は、世界文化遺産「平泉の文化遺産」の核

心地域（コアゾ－ン）の候補のひとつとな

り、平成１７年７月には国の史跡に指定され

ました。長者ケ原廃寺跡は、これまでの調

査で礎石建物の性格や遺跡の年代など、か

なりの部分が解明されつつあります。今後

は、周辺遺跡を含め地元の教育委員会によ

る内容確認調査が進められていくことにな

るでしょう。当館考古部門では、これまで

の調査成果をまとめた報告書を作成してお

り、平成１８年度からは、奥州市江刺区（旧

江刺市）の藤原清衡ゆかりの遺跡（益沢院

跡など）の調査を実施する予定です。

本堂基壇南辺の作業風景 本堂基壇南辺の石列全景 西方建物跡全景（南東側から）

長者ケ原廃寺跡　本堂跡全景（北側から）


